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スポーツ×観光＝

スポーツで人を動かす仕組みづくり

スポーツツーリズムとは？

アクティビティを造成することによって、あらゆる場所を

観光資源化することが可能



スポーツツーリズム＝
スポーツの未来的役割

背景：スポーツ政策のパラダイムシフト

スポーツの振興からスポーツによる振興（地域の発展）へ

・スポーツによる地域の活性化
・スポーツ健康まちづくり



最近の事例：
名古屋市が展開するスポーツ戦略

「NAGOYAビジョン」×「名古屋市スポーツ戦略」

→スポーツイベントを触媒とした持続的な都市の発展

「NAGOYAビジョン」（2020） 「名古屋市スポーツ戦略」に基づくスポーツコミッションの設置（2021）



欧州の都市

ソーシャルディスタンスを守りながら、健康
で快適な生活を保障するために、歩行者
や自転車を優先する都市の再構築を目
指す

具体的には、自転車ルートの拡大、歩道
の拡幅、屋外学習（アウトドア・ラーニン
グ）の推奨、そしてオープンスペース・レス
トラン等である

日本でも幸福な社会を構築するために、
アクティブな生活を保障するスポーツ健康
まちづくりが必要になる



R3：スポーツによる地域の価値向上プロジェクト

アーバンスポーツ
ツーリズム

スノースポーツ
ツーリズム



スポーツ×文化×観光の可能性

●スポーツ施設は有限
スタジアム、アリーナ、プール等、競技には施設が必要

●スポーツ環境・資源は無限
海、山、川、道路、雪、森、など、あらゆる場所・地域が活用可能

●有形の文化資産は有限
寺社仏閣など、緩やかな磁力が観光客を引き付ける

●無形の文化資産は無限
ユネスコ無形文化遺産を狙う沖縄空手をはじめ、相撲、

柔道、流鏑馬などがアトラクションとなる



スポーツによる地域振興

地域住民が

地域の収入増と雇用増

地域に起きる消費誘導効果

域外ビジターの
訪問が増加

スポーツ事業（イベント）や
施設への投資を行う

自治体に税金を払う

地域イノベーション

イベント開催
合宿・大会誘致

担い手
の問題



●地域資産形成型の政策（インナー）
スポーツ実施率の向上

参加型スポーツイベントの実施

学校部活動、健康増進、成人病予防

●域外交流振興型の政策（アウター）
観戦型・参加型スポーツイベントの実施

スポーツ合宿の誘客





地域スポーツコミッションの課題

●数は急速に増えたが「質の向上」が課題

●そのためには、場づくりと仕組みづくりを担う専門人材
の育成が求められる

●地域おこし協力隊のスポーツ版や、大学と連携した
地域人材の養成事業等が有望


